
気
に
な
る
言
一
蕊
③
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

佐
々
木
隆

「
気
に
な
る
言
葉
」
と
し
て
こ
れ
ま
で
「
①
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
（
二
○
○
五
年
一
月
）
、
「
②
情
報
」
（
二

○
○
七
年
一
月
）
を
取
り
上
げ
て
来
た
。
い
ず
れ
も
現
代
を

読
み
解
く
言
葉
で
あ
る
。
最
近
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
に
似
た
言
葉
に
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

（
函
】
Ｃ
８
］
旨
且
目
）
と
い
う
の
が
妙
に
気
に
な
る
こ
の
頃
だ
。

発
音
で
は
「
グ
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
場
合
も

あ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
ロ

ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
複
合
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
地
球
上

の
文
化
の
均
質
化
が
進
ん
で
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
反
発

し
、
地
域
や
国
家
の
特
色
を
出
そ
う
と
す
る
動
き
も
盛
ん

書
名
に
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
も
よ
う
や
く
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
の
定

義
も
見
て
お
こ
う
。

「
文
化
接
合
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
、
さ
ら
に
、
｜
歩
進

ん
で
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ピ
お
よ
び
「
翻
訳
的
（
読

み
換
え
的
）
適
応
」
と
い
う
ア
プ
ロ
１
チ
で
、
小
規
模
社

会
か
ら
大
規
模
社
会
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
グ

に
な
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ
ー
カ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
］
・
息
］
旨
ｇ
】
○
口
，
地
域
化
）
と
い
う

ふ
た
つ
の
相
反
す
る
動
き
が
、
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
現
れ
て

い
る
。

そ
れ
を
一
語
に
縮
め
て
、
グ
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
ぬ
］
Ｃ
・
農
園
由
：
巳
と
も
い
う
。
（
鈴
木
貞
美
『
日
本
の
文
化

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
平
凡
社
、
二
○
○
五
年
十
二
月
、
十

五
頁
）

八



ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
用
語
は
、
ロ
バ
ー
ト
ソ

ン
（
巳
隠
）
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
、
蔦
弓
旦

口
弓
尽
日
日
冨
只
・
之
呵
弓
三
月
亘
に
も
載
っ
て
お
り
、
も
と

も
と
は
日
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
界
で
使
わ
れ
て
い

た
語
で
あ
る
。
た
し
か
に
一
九
九
○
年
代
「
弓
巨
鳥

、
］
。
ｇ
］
｝
夢
四
Ｃ
二
○
団
皀
］
」
と
い
う
広
告
の
コ
ピ
ー
が
あ
っ

た
が
、
そ
う
し
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
ロ
バ

１
ト
ソ
ン
は
、
「
二
十
世
紀
末
の
『
現
実
の
世
界
』
が
、

現
代
生
活
の
マ
ク
ロ
の
側
面
と
い
う
意
味
で
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
も
の
を
、
ミ
ク
ロ
の
側
面
と
い
う
意
味
で
の
ロ
ー

カ
ル
な
も
の
に
連
結
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン

］
①
輿
］
圏
‐
←
）
と
し
て
い
る
が
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も

そ
う
し
た
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
（
前
川
啓
治
「
グ
ロ

ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
人
類
学
』
新
曜
社
、
二
○
○
四
年

一
月
、
十
頁
）

引
用
中
に
あ
る
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
』
に
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
グ
ロ
ー
カ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
と
の
次
の
よ
う
な
端
的
な
定
義
が
あ
る
の
で
、

紹
介
し
て
お
き
た
い
。

グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
は
、
私
の
使
い
方
で
は
、

も
ろ
も
ろ
の
考
え
方
や
産
品
が
、
｜
つ
の
全
体
と
し
て
の

世
界
及
び
諸
地
方
に
、
同
時
に
、
市
場
化
さ
れ
る
傾
向
の

増
大
を
指
し
て
い
る
。
か
な
り
の
期
間
に
わ
た
っ
て
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
よ
う
、
ロ
ー
カ
ル
に
行
動
し
よ

う
」
と
い
う
標
語
が
使
わ
れ
て
き
て
い
る
。
私
の
主
張
九

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
は
、
世
界
の
縮
小
と
、

｜
つ
の
全
体
と
し
て
の
世
界
と
い
う
意
識
の
増
大
の
双

方
に
言
及
す
る
。
（
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
／
阿
部
美
哉
訳
『
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
○
｜

年
八
月
、
十
九
頁
）



「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ピ
は
も
と
も
と
「
反
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
支
え
る
「
ロ
ー
カ
ル
」
な
文
化
、
文
化

の
多
様
性
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
均
質

性
を
求
め
る
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
地
域
化
（
個

別
化
）
を
求
め
る
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ど
と
い
う
相

反
す
る
考
え
方
を
同
時
に
行
お
う
と
す
る
考
え
方
と
言
っ

て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
『
文
明
の
衝

突
』
二
九
九
六
年
）
と
は
明
ら
か
に
違
っ
た
考
え
方
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

日
本
は
古
い
神
話
の
時
代
か
ら
相
反
す
る
も
の
と
の
共

生
を
容
認
し
て
き
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
。
神
話
に
注
目

は
、
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
か
つ
ロ

ー
カ
ル
に
、
考
え
か
つ
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
／
阿
部
美
哉
訳

『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○

○
一
年
八
月
、
十
六
頁
）

し
て
お
け
ば
、
『
古
事
記
』
で
は
、
日
の
神
で
あ
る
天
照
大
御
の

神
（
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
）
、
月
の
神
で
あ
る
月
讃
命
（
ツ

ク
ョ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
、
嵐
の
神
で
あ
る
須
佐
之
男
命
三
サ

ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
一
一
一
本
柱
の
神
が
、
三
貴
神
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
月
讃
命
に
つ
い
て
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
逸
話
が

出
て
来
な
い
。
ま
た
、
「
古
事
記
』
に
最
初
に
神
を
名
乗
る

天
之
御
中
主
神
（
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
）
、
高
御
産
巣
日
神

（
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
）
、
神
産
巣
日
神
（
カ
ミ
ム
ス
ヒ
）
と
い

う
三
柱
の
神
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
真
ん
中
に
い
る
神

の
存
在
が
薄
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
構
造
を
河
合
隼
雄
は

「
中
空
均
衡
型
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
同
氏
に
よ
れ
ば
、
他

の
民
族
の
神
話
を
み
る
と
、
善
と
悪
の
戦
い
で
必
ず
善
が
勝

つ
、
あ
る
い
は
、
善
と
悪
の
対
立
の
中
、
善
が
勝
ち
、
悪
を

抹
殺
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
。
し
か
し
、

日
本
の
場
合
に
は
、
天
照
大
御
神
の
子
孫
が
日
本
の
国
を
治

め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
対
立
し
て
い
た
須
佐
之
男
命
の
子

孫
も
残
る
こ
と
に
な
る
。
元
来
、
日
本
人
の
精
神
構
造
に
は
、



神
話
の
中
空
構
造
か
ら
対
立
を
許
容
す
る
シ
ス
テ
ム
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、

物
事
を
相
対
的
な
視
点
か
ら
と
ら
え
よ
う
と
い
う
考
え
方

は
一
種
、
禅
の
考
え
方
に
似
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

さ
て
、
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
名
付
け
親
は
誰
で
あ
る

か
は
は
っ
き
り
し
な
が
い
が
、
ど
う
も
日
本
の
企
業
ら
し
い

と
い
う
こ
と
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
文
献
で
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
考
え
方
を
広
め
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学

者
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
で
あ
る
よ
う
だ
。
現
代

を
読
み
解
く
用
語
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ピ
を
追
求
し

て
い
く
と
、
な
ぜ
か
日
本
に
辿
り
つ
い
た
こ
と
は
皮
肉
な
｝
」

測
副
到
引
利
。
Ｎ
Ⅷ
刈
洲
と
い
う
こ
と
こ
そ
突
破
口
が
あ
る
よ

て
い
く
と
、
な
ぜ
」

と
か
も
し
れ
な
い
。

得
意
の 「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
と
、
均
質
化
と
地
域
化
に
し
ろ
、
重
要
な
の
は
バ
ラ
ン

ス
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
西
洋
社
会
お

で
は
な
く
、

う
に
思
え
る
。

か
つ
て
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
政
策

や
パ
ク
ス
・
ロ
マ
ー
ナ
の
時
代
を
見
て
も
、
ま
さ
に
「
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
、

均
質
化
と
地
域
化
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
の
見
方
が
異
な
っ
て
は
い
た

が
。
時
代
も
変
わ
り
、
政
治
体
制
も
変
わ
っ
て
も
、
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
の
歴
史
劇
風
に
言
え
ば
、
秩
序
の
回
復
こ
そ
が
時

代
を
救
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。


